
豊臣秀吉画像。褐色がかった唐冠をかぶり、白直衣を着た姿の秀吉像。背景に幕などが描かれてお らず、上畳に座
したのみのシンプルな画像は珍しい。頬骨が張ってやや異形な面貌である (堺市博物館蔵)。

弘
前
大
学
教
授

長
谷
川
成
一

4 

は
じ
め
に

主毎号む、

身鯨本t
「人
表3一
葬軒;瓦
とλ暴

な
人

「
計
策
」

の
人
(
謀

略
の
人
)
、

(
油
断
な
ら
な
い
人
)
、

戦
国

末
期
の
十
六
世
紀
末
に
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い

た
人
が
、
誰
を
指
す
の
か
、
読
岩
の
皆
さ
ん
は
、
ご

だ

て

ま

さ

む

ね

存
じ
で
あ
ろ
う
か
。
「
無
駄
人
」
は
伊
達
政
宗
、
「
計

も

が

み

よ

し

あ

き

つ

が

る

た

め

の

ぷ

策
」
の
人
は
最
上
瓦
光
、
「
表
裏
仁
」
は
意
軽
為
信

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
当
時
の
奥
羽
地
方
で

今
立
し
蟻
烈
な
闘
争
を
繰
リ
広
、
げ
て
い
た
。

あ
き
た
さ
ね
す
え

出
羽
の
領
主
枚
田
実
季
は
当
時
の
奥
羽
地
方
を
忠

『
枚
田
・
最
上
両
家
関
係
党
害
』
で
次

で

わ

む

つ

の
よ
う
に
述
懐
し
た
。
「
百
年
程
前
の
虫
羽
・
陸
奥

な

ん

ぶ

せ

ん

ぼ

く

両
国
で
は
、
庄
内
・
最
上
・
南
部
・
枚
田
・
仏
北
・

い
起
喝
』
し
、

功
序
軽
に
分
立
し
、
各
領
主
は
仲
が
悪
く
闘
争
に
明
け

と
よ
と
み
ひ
で
よ
し

暮
れ
て
い
た
。
し
か
し
豊
臣
悉
吉
に
よ
リ
天
下
が
統

わ

じ

ゅ

ん

一
さ
れ
、
互
い
に
和
潤

(
戦
い
を
止
め
て
和
睦
す
る

の
状
態
に
な
っ
た
」

(大
要
/
カ
ッ
コ
内
筆

し
お
き

岩
)
ピ
。
悉
吉
の
仕
置
に
よ
リ
戦
国
期
の
奥
羽
地
方

こ
ど
)



に
よ
う
や
く
平
和
が
到
来
し
た
と
述
べ
て
お
リ
、
当

時
の
大
名
た
ち
が
奥
羽
仕
置
を
ど
の
よ
う
じ
受
け
止

め
て
い
た
の
か
、
こ
の
証
言
に
よ
リ
窺
わ
れ
よ
う
。

さ
て
、
天
正
十
三
年

(
一
五
八
五
)
七
月
十
一
日
、

前田利家画像。奥羽仕置で活躍した利家は、慶長4年(1599)
に死去。当画像は、束帯姿の利家像で、 利家の妻、松 (芳笹川家康画像。家康は、死後、 神号 「東照大権現jを勅許され、各地に家

春院)が帰依していた大能寺の塔頭芳春院に伝わったもの 康を記る東照宮が造営された。当画像は、江戸後期に作られた典型的な権
(京都市芳春院蔵)。 現像で、神格化された家康が描かれている (仙台市博物館蔵)。

関
白
に
叙
任
さ
れ
た
羽
柴
(
豊
臣
)
悉
吉
は
、
周
年

十
月
二
日
に
九
州
停
戦
今
を
発
令
し
、
そ
の
な
か
で

関
東
は
言
う
に
反
ば
、
ず
、
陸
奥
国
の
端
々
に
至
る
ま

で
、
天
皇
の
命
令
に
従
っ
て
天
下
は
平
和
で
あ
る
と

号
し
た
。
こ
れ
は
九
州
の
島
涼
氏
征
伐
に
向
け
て
の

大
義
を
、
天
皇
・
朝
廷
の
権
威
を
後
ろ
危
ど
し
て
正

当
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
ろ

の
関
東
・
奥
羽
地
方
は
、
決
し
て
悉
吉
、が
宣
言
し
た

せ
い
ひ
つ

よ
う
な
「
静
議
」
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
関
白

叙
任
を
契
機
ど
し
て
、
悉
吉
の
東
国
へ
の
虫
馬
は
い

よ
い
よ
具
体
化
さ
れ
、
こ
の
後
、
段
階
を
経
て
そ
れ

が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

惣
無
事
λ
?と
来
国
大
名
、d

天
正
十
四
年

(
一
五
八
六
)
、
悉
吉
の
妹
朝
日
姫

こ
し

い

と

く

が
わ
い
え
や
す

の
輿
入
れ
の
後
、
淀
川
家
康
は
十
月
末
に
上
洛
し
、

し
ん
じ
ゅ
う

悉
吉
へ
拝
謁
し
て
臣
従
し
た
。
家
庭
上
洛
を
契
機
と

し
て
、
家
康
を
仲
立
ち
と
し
た
、
関
東
地
方
の
惣
無

事
令
が
推
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
惣
無
事

令
ど
は
、
豊
臣
政
権
に
よ
る
職
権
的
な
広
域
平
和
今

で
あ
リ
、
大
名
・
国
人
た
ち
に
よ
る
白
カ
救
済
権
を

否
定
し
て
、

こ
と
で
、
紛
争
を
平
和
的
に
解
決
し
よ
う
と
し
た
も

一
切
の
領
土
品
紛
争
の
裁
定
を
独
占
す
る

の
で
あ
っ
た
。
「
惣
無
事
」
と
い
う
用
語
は
、
東
国

で
は
噌
』
れ
以
前
か
ら
紛
争
解
決
の
手
段
と
す
る
言
葉

ど
し
て
、
戦
国
期
の
東
国
領
主
は
普
通
的
に
使
っ
て

い
た
よ
う
だ
。

奥
羽
地
方
へ
の
惣
無
事
令
は
、
現
在
、
そ
の
年
次

を
天
正
十
四
年
ど
す
る
説
ピ
同
十
五
年
ど
す
る
両
説

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
法
令
は
関
東
・
輿

が
あ
る
。

羽
の
大
名
へ
伝
達
さ
れ
、
そ
の
後
、
当
該
地
法
の
領

主
間
戦
争
は
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
私
戦
ど
み
な
さ
れ
、

違
反
し
た
大
名
は
同
政
権
に
よ
っ
て
討
伐
さ
れ
る
対

象
ど
な
っ
た
。

奥
羽
地
方
に
対
す
る
惣
無
事
今
の
伝
達
は
、
豊
臣

か
な
や
ま
そ
う
せ
ん

政
権
か
ら
使
岩
ど
し
て
派
遣
さ
れ
た
金
山
宗
洗
に
よ

っ
て
南
奥
羽
の
相
馬
・
山
形
・
米
沢
な
ど
に
な
さ
れ
、

北
奥
羽
地
或
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
惣
無
事
今
が
伝
達

さ
れ
た
形
跡
を
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
次
の
よ
う

に
、
北
奥
で
も
豊
臣
政
権
ど
の
接
触
を
め
ぐ
る
動
き

が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

天
正
十
五
年
六
月
十
九
日
、
前
田
利
家
が
北
奥
三

の
ぷ
な
お

戸
(
現
青
森
県
三
戸
郡
三
戸
町
)
城
主
の
甫
部
信
直

に
対

L
て
血
判
誓
紙
を
、
認
め
て
、
悉
吉
へ
の
辰
リ
な

し
を
約
束
し
た
。
つ
い
で
八
月
に
は
、
信
直
が
豊
臣

政
権
の
大
名
ど
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
利
家
か

ら
伝
達
さ
れ
た
。

南
部
氏
の
よ
う
に
前
田
利
家
へ
接
近
し
て
統
一
政

権
の
意
向
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
大
名
が
い
た
一

か
み
が
た

方
、
上
方
の
情
勢
に
比
較
的
疎
か
っ
た
大
名
の
多
く

は
、
惣
無
事
今
の
持
つ
歴
史
的
な
重
大
性
に
気
づ
か

ず
、
同
今
発
今
後
も
領
地
の
拡
大
ど
勢
力
の
拡
張
を

企
図
す
る
戦
争
に
余
念
が
な
か
っ
た
。
豊
臣
政
権
は

ラ



こ
の
よ
う
な
英
羽
地
方
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
て

い
た
ら
し
く
、
最
上
義
光
や
伊
達
致
宗
な
ど
の
有
力

大
名
へ
、
投
岩
を
何
回
か
沫
遣
し
て
碍
令
違
守
を
唾

し主
のち伊勢重朝熊へ追南部謡i宣欝稜{鶏分)。南部，l3;;26ftの信産まが、平穏を身iこつけて床札に腰掛け、

t友き身の太刀を議にかけた数識な姿で捕かれている。子の利車以下の酒穫が
{揺井黒小話市33費寺東帯姿で描かれているのと好対熊をなしている(盛関市教育委員会議、盛岡

市中央公民蕗写真提供)。

6目、箱根場本
同城が完成す

った(横浜市歴史博

早雲寺。箱根山を突破
山中城跡。 回世紀半ば、本械の小関原城の割方防備の要衝
として築城され、秀吉箪の襲来に鍛え大拡強した(三島市
教育委員会写真提供)。

び
か
け
、
大
名
の
上
洛
(
こ
れ
は
季
吉
へ
の
臣
従
を

意
味
す
る
)
を
求
め
た
。

個
別
大
名
へ
の
上
港
要
誇
と
と
も
に
、
間
十
七
年

八
月
、
季
吉
見
甫
部
持
直
に
朱
印
状
を
下
L
、
号
室

ひ

や

ま

の
親
類
と
主
務
槍
山
城
主
の
萩
田
氏
を
同
道
し
て
、

上
洛
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
当
時
、
南
部
武
と
我
田

6 

氏
誌
を
災
関
m
僚
に
は
な
く
、

い
っ
し
ょ
に
上
洛
す
る

よ
う
な
状
混
げ
い
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
朱
印
状
、
が
発
給
-
さ
れ
た
背
開
示
に
は
、
当
時
比

〈
晃
松
田
県
北
我
田
郡
・

っ
て
い
た
品
氏
の
戦
い
を
停
止
さ
せ
る
意

を
め

関
が
ふ
め
っ
た
の
か
、
定
か
で
は
な
い
。

時
十
七
年
麦
、
北
虫
羽
に
湊
・
槍
山
A
ロ
戦
、
が
、
甫

あ

し

な

よ

し

ひ

ろ

す

り

あ

げ

が

醸
輿
で
品
評
達
政

L

宗
と
芦
名
義
、
広
ど
の
磨
(
招
)
上

原
の
戦
い
、
が
長
き
て
、
こ
の
二
つ
の
令
戦
は
惣
毎
日
事

与
に
大
き
く
違
犯
す
る
も
の
と
見
な
、
さ
れ
た
。
前
田

利
家
の
害
状
に
よ
れ
ば
、
同
令
戟
に
よ
る
北
虫
羽
の

淀
乱
に
乗
じ
て
、
禽
部
顎
内
で
は
「
津
軽
一
(
津
軽
為

信
を
指
す
)
が
謀
蕗
を
全
て
、
反
逆
を
・
企
図
し
て
い

る
ど
い
う
。
そ
の
よ
う
な
戦
争
状
態
に
あ
る
出
初
・

め
に
、

の
出
馬
、
が
予

定
、
さ
れ
て
お
号
、
ま
ず
は
我
田
の
平
定
に
取
り
か
か

る
こ
と
を
、
科
家
は
捻
寵
へ
託
達
し
た
。
事
古
に
よ

る
出
羽
・
珪
奨
金
還
の
予
告
で
あ
っ
た
。

ま
た
翌
十
八
年
五
月
、
小
田
患
攻
め
の
最
中
、
呑

む
お
ま
ん
ど
こ
ろ

吉
は
母
の
大
致
所
円
い
あ
て
て
、
小
田
原
の
み
な
ら
ず

ひ

も

と

関
東
・
「
日
の
本
」
ま
で
も
栓
遣
す
る
旨
を
言
明
し
た
。

ど
は
、
外
浜
か
ら
夷
島
に
か
け
て
の
地

「
日
の
本
一

斌
(
現
青
森
宗
青
象
市
・
来
連
軽
郡
か
ら
北
海
道
に

か
け
て
の
地
境
)
を
揺
し
、
仕
議
の
構
想
に
は
奥
羽



だ
け
で
な
く
「
日
の
本
」
が
入
っ
て
い
た
。

奥
羽
大
名
た
ち
の
小

天
正
十
八
年
(
一
五
九
O
)
の
仕
置
の
内
窓
は
、

ち

を
よ
ろ

あ

て

が

い

第
一
に
知
行
没
収
ど
知
行
宛
行
、
第
二
に
検
地
に
基

づ
く
大
名
領
の
整
備
と
太
閤
歳
入
地
の
設
定
ど
確

保
、
第
三
に
人
一
込

L
と
刀
狩
リ
に
も
と
づ
く
身
分
制

豊臣秀吉朱印覚書、南部信直宛。秀吉が字都宮で下付した文書。 妻子上洛、領内検地等を下命したもの (盛岡
市中央公民館蔵)。

の
品
定
等
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
第
一
の
知
行
宛
行

ど
没
収
、

つ
ま
リ
大
名
領
の
安
堵
を
中
必
に
段
酵
を

追
っ
て
、
仕
置
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
こ
う
。

ご

ょ

う

ぜ

い

せ
つ
と
う

周
年
三
月
一
目
、
後
陽
成
天
皇
か
ら
節
刀
を
受
け

た
豊
臣
悉
吉
は
京
都
を
虫
発
し
、
三
月
末
に
は
最
前

線
の
山
中
城
を
陥
落
さ
せ
、
四
月
、
初
め
小
田
原
城
を

お

う

う

え

い

け

い

ぐ
ん

き

攻
囲
し
た
。
「
奥
羽
永
慶
軍
記
」
に
よ
れ
ば
、

秀
吉

が
小
田
原
へ
着
陣
し
た
と
の
報
に
接

L
た
奥
羽
の
大

小
名
た
ち
は
、

日
ご
ろ
敵
味
方
に
分
か
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

前
後
に
行
列
し
て
小
田
原
に
馳
せ

参
じ
た
と
い
う
。

奥
羽
大
名
た
ち
の
小
田
原
へ
の
着
陣
ど
虫
仕

(
i

の
状
況
は
、
お
お
よ
そ
次
の
通
リ

悉
吉
へ
の
拝
謁
)

で
あ
っ
た
。

と
ざ
わ
も
り
や
す

三
月
、
戸
沢
盛
安
、
島
田
の
痛
で
虫
仕

(
連
軽
為

信
の
沼
津
虫
仕
は
不
詳
。
母
が
小
田
原
へ
出
仕
の
説

ゅ
う

き

は

る

と

も

さ

た

け

よ

し

の

ぶ

も
あ
リ
)
。
五
月
、
結
城
晴
朝
、
佐
竹
ゑ
宣
、
宇
都

い

わ

き

宮
国
綱
、
小
田
原
虫
仕
。
六
月
、
伊
達
政
宗
、
岩
城

つ
ね
た
か

常
隆
、

最
上
義
光
、

小
田
原
虫
仕
。
七
月
、
甫
部
信

直
、
小
田
原
点
仕
。
な
お
、

天
正
十
八
年
末
か
ら
翌

十
九
年
正
月
に
領
知
朱
印
状
を
拝
領
し
た
北
出
羽
の

小
野
寺
氏
、
本
堂
氏
、
六
郷
衆
、

そ
し
て
由
利
衆
も

小
田
原
へ
出
仕
し
た
の
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

不
参
の
大
名
は
陸
奥
固
で
は
大
崎
義
隆
、
葛
西
晴

の
ぶ

わ

が

ひ

一

え

ぬ

き

信
な
ど
で
あ
リ
、
彼
ら
に
加
え
和
賀
・
稗
貫
両
氏
も

最
終
的
に
領
知
安
堵
は
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
認
め
ら

れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
十
八
年
二
月
に
当
知
行
を

安
堵
さ
れ
て
い
た
枚
田
実
季
は
、
小
田
原
で
は
な
く

2
し

そ

う

ま

よ

し

た

ね

七
月
に
宇
都
宮
へ
出
仕
し
、
同
じ
く
相
馬
義
胤
も
字

み
ち
す
え

都
宮
へ
出
仕
し
た
。
ま
た
湊
通
季
は
、
小
田
原
に
参

着
し
な
が
ら
出
仕
が
実
現
し
な
か
っ
た
。

従
来
、
小
田
原
参
障
が
近
世
大
名
ピ

L
T
生
き
残

る
、
す
な
わ
ち
豊
臣
政
権
に
よ
る
領
知
安
堵
の
必
須

条
件
ど
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
湊
通
季
の
よ
う
に

参
着
し
て
も
虫
仕
が
認
め
ら
れ
な
い
ケ
l
ス
、
秋
田

氏
の
よ
う
に
小
田
原
で
な
く
宇
都
宮
出
仕
に
よ
リ
、

領
知
安
堵
が
可
能
だ
っ
た
例
な
ど
、
小
田
原
参
陣
は

領
知
安
堵
の
決
定
的
な
条
件
で
は
な
か
っ
た
こ
ど
が

今
か
つ
て
き
た
。
小
田
原
参
陣
ど
虫
仕
の
意
義
は
、

参
着
し
た
大
小
名
た
ち
の
虫
仕
の
確
認
と
、
そ
れ
に

よ
る
知
行
安
堵
の
了
解
に
あ
っ
た
。

宇
都
、
宮
に
お
け
る
仕

悉
吉
は
、
天
正
十
八
年
七
月
十
七
日
、
小
田
原
を

進
発
し
て
、
同
月
二
十
六
日
に
は
、
宇
都
宮
に
到
着

し
た
。
翌
日
、
甫
部
信
直
は
宇
都
宮
で
、
悉
吉
か
ら

「
甫
部
内
七
那
」
の
支
配
を
、
認
め
る
朱
印
党
害
を
拝
領

し
た
。
そ
の
中
で
、
知
行
方
検
地
、
妻
子
の
上
洛
、

領
内
の
諸
城
破
却
、
城
下
三
戸
へ
の
家
臣
団
の
集
往

が
命
じ
ら
れ
た
。
ほ
ぼ
同
様
の
丈
言
を
内
窓
ど
す
る

丈
害
が
虫
羽
角
館
(
現
我
田
県
仏
北
郡
角
館
町
)
の

戸
沢
氏
へ
も
発
給
さ
れ
た
。
同
じ
こ
ろ
、
伊
達
政
宗

ピ
最
上
義
光
は
宇
都
宮
に
参
向
し
、
奥
羽
仕
置
の
案

7 



伊達政宗夫委簡{象。天王 7年(1579)、政京は田村済額の息女愛姫と結婚c 政宗没後、愛姫は出家して議曹、読と称した(億人議、強台市博物館写真捷強入

内
設
を
つ
ぜ
め
る
よ
う
悉
吉
か
ら
下
命
さ
れ
た
。

ま
た
宇
都
営
に
弘
、
援
に
所
領
を
安
堵
5
れ
た
接

英
躍
の
ほ
と
ん
ど
の
大
名
・
那
主
、
が
参
向
し
た
よ
う

だ
。
出
荷
爵
品
最
上
義
光
、
話
連
の
我
田
実
季
虫
仕

の
ほ
か
込
詳
ら
か
に
し
え
な
い
。
し
か

L
相
馬
・
枚

田
品
式
の
よ
う
に
、
小
田
原
に
不
参
の
大
名
た
ち
が

虫
拾
し
た
点
で
、
宇
都
宮
出
仕
は
ふ
田
原
券
障
を
凌

ぐ
意
裁
を
存
L
-た
と
い
え
よ
う
。

あ
し
よ
わ
し
ゅ
う

宇
都
宮
に
虫
仕
し
た
英
羽
大
名
に
は
、
足
弱
衆

〈
妻
子
、
人
質
)
を
差
し
上
げ
る
と
い
う
条
件
の
も

と
に
、
豊
臣
政
権
か
ら
知
行
安
埼
で
は
な
く
、
そ
の

約
京
が
な
さ
れ
た
。
前
述
の
禽
部
花
道
は
、
宇
都
宮

、
て
は
足
弱
差
上
を
行
っ
て
い
な
い
か
ら
、
朱
年
定
書

は
知
行
安
堵
で
は
な
く
約
束
に
と
ど
ま
っ
た
。
、
宇
都

宮
辻
、
小
田
原
点
仕
の
諸
氏
が
本
領
安
堵
の
知
行
制

を
受
け
、
領
内
社
護
の
原
則
ピ
お
持
を
令
達
さ
れ
る

場
ど
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
崎
・
詩
話
語
式

の
改
w
婦、が・決定
L
通
告
さ
れ
た
。
和
賞
・
稗
貫
両
氏

は
宇
都
宮
に
参
着
し
な
が
ら
改
易
、
さ
れ
た
よ
・
つ
だ
。

つ
い
で
伊
達
・
最
上
両
氏
の
白
全
社
譲
(
領
内
の
検

地
を
伊
、
主
告
ら
が
行
う
こ
と
な
ど
)
が
許

5
れ
、
窮

8 

部
氏
も
こ
の
と
き
に
白
今
仕
護
を
認
め
ら
れ
た
と
い

エ
勺
ノ
C

う

吹

て

と
こ
ろ
で
、
七
足
時
日
、
季
吉
は
漆
軽
・
宇
曾

れ
ワ科

・
外
浜
ま
で
の
足
弱
差
上
を
令
違
し
、
L

ご
ら
げ
い
夷

島
に
も
朱
却
を
下
し
て
出
仕
を
求
め
、
そ
れ
に
点
じ

な
い
と
き
に
は
議
勢
を
護
議
、
さ
せ
て
成
設
す
る
と
一
=
日



津軽為信夫妻画像。狩衣姿の為信と夫人の仙桃院を描いたもの。夫人とともに狩衣の姿で描かれた画像は珍しい (国文学研究資料館史料館蔵)。

豊臣秀吉朱印状、津軽為信宛。天正19年(1591)、為信は秀吉に大谷吉継を通じて九戸一授への出陣を命じられた (国文

学研究資料館史料館蔵、長谷川成一編 f弘前の文化財/津軽藩初期文書集成l弘前市教育委員会より転載)0

明
し
た
。
中
世
の
功
序
軽
ど
外
浜
は
夷
島
と
と
も
に
異

斌
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
リ
、
前
述
の
よ
う
に
「
日

の
本
」
ど
も
称
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
朱
印
状
で
豊
臣

政
権
は
、
車
中
経
ピ
外
浜
を
支
配
領
滅
に
入
れ
る
と
と

も
に
、
夷
島
の
塘
崎
氏
へ
も
服
従
を
求
め
た
の
で
あ

さ
ん
A
ゃ
〈
い
ん

き

る
。
「
三
貌
院
記
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
た
び
の
悉
吉

え
ぞ

が

ち

し

ま

は

ん

と

の
奥
羽
へ
の
出
馬
は
、

「蝦
夷
千
島
」
を
も
版
図
に

入
れ
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
の

で
、
功
序
軽
ど
外
浜
、
夷
島
に
虫
仕
を
求
め
る
悉
吉
の

意
図
は
、
当
仕
置
を
「
奥
羽
日
の
本
仕
置
」
ピ
呼
ぶ

の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

会
津
に
お
け
る
仕
置

宇
都
宮
で
の
仕
置
を
終
え
た
悉
吉
は
、
八
月
四
日
、

同
所
を
発
ち
九
日
に
会
津
黒
川
に
到
着
。
途
中
、
刀

狩
リ
を
今
し
、
到
着
後
は
陸
奥
・
出
羽
両
国
に
検
地

条
目
を
発
令
し
た
。
つ
い
で
隆
英
国
で
召
上
げ
ら
れ

て
い
っ
た
ん
は
太
閤
蔵
入
八
?
と
な
っ
て
い
た
諸
郡

じ

さ

と

よ

し

き
ょ

は
、
蒲
生
氏
郷
に
会
漆
を
、
木
村
吉
清
に
大
崎
・
葛

忠
則
4ι

、

西
を
与
え
る
と
い
う
形
、て
宛
が
わ
れ
、
伊
達
政
宗
は

米
沢
へ
移
っ
た
。
十
二
日
に
は
、
或
野
長
吉
へ
有
名

な
で
ぎ
り
れ
い

な
撫
切
今
を
発
し
て
奥
羽
の
検
地
を
励
行
す
る
よ
う

に
命
じ
た
。

と
こ
ろ
で
会
連
黒
川
で
は
、
奥
羽
の
衆
の
参
向
は

求
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
伊
達
・
最
上
・
甫
部
各
氏

の
足
弱
差
上
が
こ
こ
で
行
わ
れ
、
知
行
の
安
堵
・
宛

9 



蒲生氏郷画像。氏郷は、当時、笹川家康、前田利家に次ぐ大大名

であった。奥羽の鎮めとして会津若松に大城郭を築き、伊達政宗

を牽制した(会津若松市輿笹寺蔵、福島県立博物館写真提供)。

八戸市の根城虎口。豊臣政権から南部氏は領内城郭の破却を命じられ、八戸氏の

居城で、あった根城も破却の対象となった。虎口や堀などが破却されたが、写真は

破壊された根城の虎口を復元した姿である(筆者写真提供)。

行
は
会
意
で
決
定
し
た
。
虫
羽
・
会
意
そ
の
他
奥
州

地
鼠
の
召
上
げ
、
仕
置
軍
の
入
っ
た
大
名
領
に
対
し

発掘された福岡城の堀。九戸ー授鎮圧後、九

戸城は豊臣軍によって再建され堀も新たに造

られて福岡城と呼ばれた(二戸市教育委員会

写真提供)。

て
検
地
条
目
が
令
達
さ
れ
た
。
さ
ら
に
奥
羽
全
域
に

瓦
ぷ
万
狩
リ
等
を
ふ
ロ
む
身
八
?
制
品
定
の
旋
害
が
奉
行

衆
に
令
達
さ
れ
、
足
弱
差
上
、
が
最
ム
付
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
会
連
で
は
、
妻
子
の
差
上
が
実
施
さ

れ
て
本
領
安
堵
が
決
定
し
、
所
領
の
決
定
を
ま
っ
て

仕
置
が
実
施
さ
れ
た
。
検
地
条
目
ピ
旋
害
に
基
づ
い

て
、
検
地
・
万
狩
リ
、
奉
公
人
ピ
百
姓
の
身
八
T
f
画
定

さ
ら
に
は
城
郭
の
破
却
が
、
仕
置
の
奉
行
た
ち
に
よ

っ
て
各
大
小
名
領
で
進
め
ら
れ
た
。

九
戸
一
捺
と
再
仕
置

会
連
で
の
仕
置
を
終
え
た
悉
吉
は
八
月
中
旬
に
帰

途
に
つ
き
、
九
月
一
目
、
京
都
に
帰
還
し
た
。
九
月

し
ろ
わ

下
旬
、
検
地
の
徹
底
化
ピ
城
破
リ
、
足
弱
衆
の
上
洛

(
人
質
徴
収
)
、
万
狩
り
な
、
ど
仕
置
の
方
針
に
反
発
し

'
}
/
¥
ド
レ
F
凡
し
?
っ

て
、
陸
奥
・
虫
羽
両
国
の
国
人
衆
、
が
、
反
対
の
一
撲

を
各
地
で
起
こ
し
た
。
陸
奥
固
で
大
崎
・
葛
西
、
和

賀
・
稗
貫
、
虫
羽
固
で
は
仏
北
・
由
利
・
庄
内
の

撲
が
勃
発
し
、
仕
置
の
た
め
残
っ
て
い
た
上
方
の
軍

10 

一
一
授
鎮
圧
に
忙
殺
さ
れ
た
。

虫
羽
国
の
一
一
授
は
、
十
八
年
の
末
に
ほ
ぼ
鎮
圧
さ

れ
、
漆
軽
氏
を
令
め
た
北
部
日
本
海
沿
岸
の
大
小
名

た
ち
は
年
末
に
上
洛
し
、

勢
は
、

一
授
鎮
圧
の
功
労
に
よ
り

年
末
か
ら
翌
年
正
月
に
か
け
て
領
知
安
堵
の
朱
印
状

を
悉
吉
か
ら
下
村
さ
れ
た
。
同
時
に
秋
田
実
季
な
ど

北
虫
羽
の
大
小
名
ピ
埠
軽
氏
の
領
内
に
は
、
領
知
高

の
三
八
?
の
一
の
太
閤
蔵
入
地
が
設
定
さ
れ
た
。
朝
鮮

侵
略
戦
争
の
船
材
、
伏
見
城
の
枠
事
板
に
用
い
ら
れ

た
、
秩
田
の
杉
板
の
搬
虫
費
用
に
蔵
入
地
の
年
貢
米

り
ん
ぐ
ん
し
ゅ
う

が
充
当
さ
れ
た
。
搬
虫
ピ
廻
漕
に
は
、
「
隣
郡
衆
」
(
「
秋

ど
し
て
秩
田
・
淳
軽
・
小
野
寺
・
由

田
家
丈
害
」
)

利
衆
な
ど
が
編
成
・
動
員
さ
れ
た
。

一
方
、
陸
奥
固
で
は
、
天
正
十
九
年
に
入
っ
て
も

大
崎
・
葛
西
一
一
授
は
鎮
圧
さ
れ
ず
、
甫
部
信
直
は
和

賀
・
稗
貫
の
国
人
一
撲
を
漬
滅
さ
せ
る
こ
ど
が
で
き

ず
に
い
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
反
乱
は
甫
部
領
一
円

に
広
が
リ
を
見
せ
、
同
年
初
頭
に
は
、
北
奥
で
も
最

く
の
へ

大
の
一
撲
で
あ
る
九
戸
一
授
が
勃
発
し
た
。
こ
の
一

授
は
、
甫
部
武
の
有
カ
な
支
族
で
あ
る
九
戸
政
実
を

中
核
ど
し
た
国
人
衆
が
起
こ
し
た
も
の
で
、
当
時
一

授
は
「
郡
中
諸
侍
其
外
下
々
ま
で
京
儀
を
嫌
い
」
(
「
色ぬ

か

部
文
書
」
)
ピ
の
状
況
下
に
あ
リ
、
同
部
内
は
「
糠

の
ぶ
ち
ゅ
弓
さ
く
ら
ん

部
中
錯
乱
」
(
同
前
)
ピ
表
現
さ
れ
た
。
「
京
後
」
ピ

は
上
方
の
風
儀
ど
か
仕
様
な
ど
を
意
味
す
る
丈
言
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
場
A
ロ
は
、
検
地
や
万
狩
リ
、
升
の



統
一
な
ど
を
指
し
、
豊
臣
政
権
の
統
一
事
業
に
対
す

る
強
烈
な
異
議
申
し
立
て
で
あ
っ
た
。ひ

で
つ
ぐ

豊
臣
政
権
は
、
周
年
六
月
、
豊
臣
悉
次
を
一
授
討

伐
の
総
大
将
ど
し
て
、
六
方
余
の
軍
勢
を
動
頁
し
、

九
戸
(
現
岩
手
県
二
戸
市
)
に
は
、
奥
羽
の
大
名
衆

に
加
え
、
塘
崎
氏
、
が
夷
島
か
ら
ア
イ
ヌ
を
引
き
連
れ

て
参
障
し
た
。
奥
羽
の
大
名
衆
に
ど
っ
て
九
戸
一
一
授

へ
の
虫
障
は
、
前
年
の
検
地
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た

伊達政宗所領略図。天正17年(1589)以降、
政宗の居城は米沢→会津黒川→米沢→岩出
山→仙台と変遷 (福島県立博物館 I秀吉・
氏郷・政宗lより転載)。

蒲生氏郷所領変遷略図。元来、蒲生氏の所領は近江国日野であっ
たが、氏郷は信長や秀吉の下で頭角を現し松坂12万石を与えられ、
天正18年 (1590)会津・仙道へ移り、のち奥羽第一の大大名とな
った (福島県立博物館 f秀吉・氏郷・政宗jより転載)0 

領
、
知
安
堵
の
領
知
高
に
基
づ
い
て
、
統
一
政
権
か
ら

軍
役
、が
発
動
さ
れ
た
最
、
初
の
ケ
l
ス
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
動
買
は
豊
臣
政
権
が
東
日
本
の
大
名
を
九
戸

へ
参
陣
さ
せ
る
こ
ど
で
、
丈
禄
元
年
二
五
九
二
)

か
ら
開
姑
す
る
朝
鮮
侵
略
に
む
け
て
、
そ
の
動
頁
体

制
、
が
作
動
す
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
意
味
が
あ
っ

た
ど
も
い
う
。

九
戸
一
授
の
鎮
圧
後
、
大
崎
・
葛
西
一
授
が
白
領

で
埠
起
し
た
こ
と
に
よ
リ
木
村
吉
清
は
失
脚
し
、
天

正
十
九
年
秋
こ
ろ
、
伊
達
政
宗
は
大
崎
・
葛
西
十
二

も
の

う

那
ピ
桃
生
な
ど
二
十
那
を
与
え
ら
れ
て
四
十
九
方
石

程
度
に
な
リ
、
政
宗
は
米
沢
か
ら
岩
出
山
に
移
っ
た
。

政
宗
ど
と
も
に
同
一
授
鎮
圧
に
虫
動
し
た
蒲
生
氏
郷

し

の

ぶ

は
、
そ
れ
ど
は
対
照
的
に
会
連
お
よ
び
伊
達
・
信
夫
・

長
井
(
米
沢
)
な
ど
伊
達
氏
の
本
領
を
掌
握
し
た
。

蒲
生
氏
領
、
の
石
高
は
九
十
一
方
九
千
石
で
奥
羽
両
国

の
四
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
奥
羽
一
の
大
大
名

肥前名護屋の前田利家陣跡。利家の陣屋は名護屋城の近
くに位置し、城郭と いっ て良いほどの規模を持ってい
た。写真は、「祈形」虎口 (門跡)の石垣 (佐賀県立名
護屋城博物館写真提供)。

ど
な
っ
#
に
。

お
わ
り
に

-t
z
 

ひ

丈
禄
元
年
十
二
月
、
湾
軽
為
信
や
甫
・部
信
査
は
肥

ぜ

ん

な

ご

や

前
名
護
屋
に
お
い
て
、
戦
国
以
来
の
敵
対
関
係
を
清

算
し
各
大
名
ど
の
聞
で
融
和
を
図
ろ
う
と
、
そ
の
斡

旋
を
淀
川
家
康
や
前
田
利
家
へ
依
頼
し
た
。
明
国
ど

の
講
和
交
渉
、
が
行
わ
れ
て
い
た
翌
二
年
五
月
下
旬
に

も
、
我
田
・
津
軽
・
甫
部
各
氏
は
利
家
や
家
康
に
対

し
て
仲
介
を
依
頼
す
る
、
懸
命
の
働
き
か
け
を
し
て

い
る
。
信
直
は
利
家
の
仲
介
に
よ
リ
秋
田
氏
ど
の
間

で
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
融
和
を
図
ろ
・
フ
ど
し
た
。

方
の
為
信
は
家
康
に
仲
介
を
依
頼
し
て
、
南
部
・
紋

田
両
氏
ど
の
和
解
を
望
ん
だ
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
融

和
工
此
け
が
成
功
に
い
た
っ
た
か
不
明
の
点
は
多
い

が
、
中
世
奥
羽
地
方
を
覆
っ
て
い
た
戦
図
的
な
状
況

は
解
消
し
、
統
一
政
権
に
よ
る
新
た
な
支
配
秩
序
に

基
づ
い
た
大
名
の
編
成
、
が
な
さ
れ
た
。

冒
頭
で
紹
介
し
た
、
「
無
駄
人
」
、
「
計
策
」
の
人
、

「
表
裏
仁
」
が
活
躍
し
た
時
代
は
、
奥
羽
仕
置
に
よ

っ
て
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
呼
称
、

れ
た
人
々
が
躍
動
し
た
戦
国
末
期
奥
羽
の
情
勢
は
、

仕
置
に
よ
っ
て
「
和
潤
」
の
世
に
転
換
し
、
統
一
政

権
か
ら
命
じ
ら
れ
る
「
際
限
な
さ
軍
投
」
に
、
「
奉

公
を
競
う
」
体
制
へ
ど
奥
羽
の
大
名
は
組
み
込
ま
れ

た
。奥
羽
に
お
け
る
悉
吉
の
平
和
の
成
立
で
あ
っ
た
。
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